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Ⅰ　環境と観光の教育力
1．環境と観光を通した教育の意義
環境（エンバイロメント）と観光（ツーリズム）は，
持続性を重視した地球市民育成の象徴である。余暇を
人生時間の中で積極的に位置付けようとする人々に
とっては，豊かな自然の中に身を置く観光は愉しみで
あり，生きがいでもある。今回，研修を実施した三重
県の鳥羽・伊勢地方は，漁業と観光がリーディング産
業である。古来より伊勢参りで著名な土地であり，鳥
羽市エリアには，極めて豊かな里海が拡がっている。
しろんご祭りや石神さん，海士潜女神社，ドーマン・
セーマンなどの海女文化をはじめ，真珠王・御木本幸
吉の偉業，鯛や伊勢えび・鮑・ワカメ・アラメ・ヒジ
キ・牡蠣・とばーがーなど，豊穣な海の幸と漁撈文化
を基軸にした観光資源にこそ，人を育てる教育的な意
味が備わっている。いわゆる，エコツーリズムとか，
サスティナブル・ツーリズムと呼ばれる観光である（ち
なみに鳥羽市への平成 28 年 1 月～ 12 月の観光客数は
4,481 千人，宿泊者数は 1,847 千人）。
この土地に住む子どもたちが近い将来，観光関連の
仕事に就職する，しないに関わらず，「ふるさと」の
持つ，魅力を語れる大人に成長してほしいと誰もが望
むであろう。グローバルな社会に変貌している今こそ，
固有性が価値を持つ時代である。本学学生のように東
京やその他の県外・国外から来訪する観光客や移住者
の方々と土地の人たちが接する上で環境と観光は，コ
ミュニケーションの窓口になる。
環境と観光を産業や余暇のために重要と見るだけで
なく，環境と観光そのものに教育力があると捉えるこ
とが大切である。英国やフランス，ドイツ，トルコ，
カリブ海諸国などの初等中等教育では，環境と観光を
題材とした教育が社会科系の教科を中心に単元化され
ている。環境と観光は学習者である子どもの視野を外
に拡大させる役割を担うだけでなく，内に向けても有
益な刺激を子どもに与えてくれる。地球や地域の環境
と未知なる土地への興味関心は，好奇心を刺激し積極
性の涵養につながるからである（図 1）。
反対に，未知なる土地から自分が住む土地へやって
くる観光客との接触や受け入れ観光の在り方を考える
思考は，結果として多文化への寛容心を育んだり，多
文化と比べて自文化を再認識したり，観光を通して，
まちおこしを考え合うような学びも誘発する。
本稿においては，この両面からのアプローチを念頭
に，環境と観光がどのような教育的価値を有するのか，
玉川大学教育学部生 2，3 年計 22 名を引率し，2 泊 3
日の鳥羽・伊勢研修を実施した。主に答志島をエコツー
リズムの観点から見学し，最終日に伊勢神宮に参詣し
た。学生たちの課題は 1 人 1 ワークシートを作成する
こととした。
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2．環境と観光の授業づくりに向けて
観光を題材にした学びは，基礎教育として初等段階
から始めることができる。子どもは本来，未知なる土
地への好奇心を有しており，探検期とも呼ばれる小学
校 3 年生前後から，外界に強い関心を抱き始める。探
検行動を通して遠出したり，危ないことに挑戦したり
するものである。この時期に，国内外の未知なる土地
に関する情報と触れたり，外国人と接したりする機会
は，子どもの視野を大きく広げるきっかけとなる。「未
知なる土地への好奇心の喚起」は，観光を学ぶ重要な
契機になる。観光教育というきっかけを通して，地図
や画像を用いた観光地の環境や交通の理解が容易に進
むことが想像できる。旅行雑誌『るるぶ』や各種旅行
パンフレットには，地図情報が満載である。美しい景
観写真（絶景）も多くのページで発見できる。現地の
空港や駅に至るアクセス情報や目的地での交通案内も
載っているため，環境と交通に関する情報収集が同時
にできる。美しい風景は，それを支える環境を観光地
が保全できているかどうかを即座に判断できる基準と
なり，アクセス情報は，観光地を巡る利便性を知る手
がかりとなる。周遊パスなどが発行されている観光地
なら，観光地の成熟度も測れるというわけである。鳥
羽市エリアの離島観光に至っては，時刻に合わせた定
期船は出港しているものの，離島めぐりパスなるチ
ケットはなかった。また，移動距離の割には往復料金
が割高であり，日本の離島への交通費が，距離計算で
換算すれば新幹線代並みと言われる由縁となっている
（ちなみに，定期船代では数キロに過ぎない鳥羽―答
志島片道 540 円）。自然環境が保全されている離島へ
の観光振興を目指す上で交通費の低減は必須の課題で
あろう。
持続的な観光のための教育を進める上で，「アウト
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図 1　筆者が考える観光教育の体系
写真 1　 離島に向かう船上でカモメと出会える非日常感が楽
しめる
写真 2　 答志島の漁港風景　漁船や海女小屋が観光資源とし
て映る
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バウンド，インバウンド両面からの観光の動向理解」
も欠かせない。過去からの動向が把握できれば，未来
も見据えることができるからである。
また，国内観光地のあゆみも，京都・奈良などの有
名観光地を除く観光地でも，少なくともディスカバ ・ー
ジャパンのキャンペーン以降，1970 年代から 45 年ほ
どの成熟期間を有している。そのため，誰が最初の観
光団を受け入れたのか，どのように地元の人々が苦労
して宿泊業を起こし，観光コースを整備し案内して
いったのか，について歴史的事実を掘り起こし，教材
資料として整理する作業も大事な課題である。鳥羽市
エリアに至っては，市役所観光課がまとめた資料によ
れば，昭和 25 年春に開催された「真珠と海女の饗宴　
鳥羽みなと祭りパールカーニバル」が人気を博したこ
とが戦後の観光振興のきっかけとなったようである。
その後，26 年御木本真珠島設立，30 年鳥羽水族館開館，
31 年鳥羽音頭レコーディング，48 年海女 4 名同行に
よる宣伝キャラバン，52 年鳥羽敬老パック旅行商品
発売など努力が積み重ねられている。いわゆる地域の
観光史とその教材化を通して，地元への誇りや自信も
育まれ，子どもたちに観光開発のあゆみ伝える意義が
生じる。
3．観光資源の絞り込みと新たな創造
観光庁が近年，提唱している日本版 DMOという概念
がある。これは，Destination　Management　Organization
と呼ばれる組織づくりを指し，地域の観光物件や自然，
食，アート，風俗などに精通し，地域と協同して観光
地づくりを行う法人を全国に増やそうという動きであ
る。従来の観光協会がそれを担うケースが多いものの，
看板の掛け替えだけでは済まない重要性を秘めてい
る。つまり，地域住民や地域の各セクターがいかに地
域の観光資源を見出し，絞り込み，新たな価値づけを
行えるかにかかっている。こういった発想法は，従来
の知識を覚える思考法からでは出てこない。解釈や理
解といった主体的な思考法を駆使し，対話を通して次
第に課題意識を磨いていくスタイルが求められるから
である。ESD の方法論とある意味で類似しており，
ホリスティックな視野を自己の中に取り込む必要があ
る。鳥羽市では，「鳥羽市全体における鳥羽うみ文化
ネットワーク構想」や「漁業と観光の連携」「芸術を
活かした観光振興」「インバウンド受入推進」の 4 点
が戦略プロジェクトとして推進されている。すでに存
在する地元資源の観光化と選択・絞り込みから，新た
な観光資源の発掘へと至るプロセスは，観光まちづく
りと呼ばれる。これは，必ずしも地元の人だけが担う活
動でなく，訪問者の発言こそ，地元が気付いていない
資源の価値を見出すきっかけとなるため，本学の研修
のような機会もあながち地元にとっては無駄ではない。
4．観光ホスピタリティで育つ資質
観光は常に他者の立場から，資源の価値を捉えるた
め，お客さんである観光客を「おもてなしの心とそれ
を形にする接遇のスキル」で満足させなくてはならな
い。しかし，単に地元にお金を落としてもらいたいた
めに，あの手この手で客に購買を迫るような商売では
観光地の水準は下がる一方であろう。かつてのいくつ
かの観光地では，そういった商売が見られ，観光客側
も「旅の恥はかき捨て」といった誤った観光行動に陥
る機会があった。これからの観光は，観光客自身の自
己成長と共に，旅行の着地である観光地の住民にとっ
ても成長できる機会でなくてはならない。観光ホスピ
タリティは，単にお客さんに喜んでもらうだけのサー
ビスに特化するのでなく，受け入れる側（ホスト）の
人格形成にも寄与する言葉でなくてはならない。観光
とは，双方向の交流であり，ゲストとホストが観光現
象を介して地域の価値を共有し，環境の持続性を高め
る営みであるべきと筆者は考えている。例えば，海女
小屋体験では，海女小屋で現役海女さんとの気さくな
会話を楽しむことができる。
Ⅱ　教科・領域への観光内容の導入は可能か
学校教育において，今後の教育課程において観光内
容を導入できる。下記に思いつくまま列記してみたい。
1．社会科学習内容への導入
・小 4 単元「わたしたちの三重県」の場合
・小 5 単元「日本の国土のようす」の場合
・小 5 単元「環境を守る」「くらしを支える情報」
の場合
・小 6 単元「世界の中の日本」の場合
・中 1 地理単元「世界の諸地域」の場合
・中 2 地理単元「日本の諸地域」「身近な地域
の調査」の場合
・中 3 歴史単元「高度成長期の変化する社会」
の場合
・中 3 公民単元「未来の社会と自分」の場合
・高等学校「地理探究」
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2．総合的な学習の時間への導入
・小 3・4 単元「わが町の宝」の場合
・小 5もしくは 6 単元「世界遺産と観光」の場合
・中学単元「県外への修学旅行準備」の場合
・伊勢神宮と稲の文化，志摩の里海保全
3．家庭科への導入
・小 5・6 単元「郷土に残るヘルシーな料理，
漁師町の料理」の場合
・小 5・6 単元「夏でも快適な志摩の住まい」
の場合
・小 5・6 単元「伝統的な伊勢型紙」の場合
・中学家庭
4．保健体育科への導入
・「マリンスポーツの振興」
・三重県で開催されるスポーツイベントと観光
5．外国語活動への導入
・道案内の英語レッスン
・観光ガイド体験の英語レッスン
このほか，理科や生活科においても海辺の生き物を
扱う機会を設けることが可能である。
教科で観光に関連する題材を学びつつ，教科等横断
的な学習を構想していくことで現在でも一定の観光教
育を実行することができる。問題は，そうした教材の
取りまとめと指導力を持つ教員の輩出がなされるか否
かで観光地における観光教育の成否が決まる。した
がって，真っ先に観光地の自治体が取り組まなければ
ならないのは，地域の持続的な観光のための教育を指
導できる人材育成講座の開設であろう。
Ⅲ　二つのアングルからの観光学習
観光には，旅行に出かける場面と外から来訪する客
の受け入れ場面という二つのアングルが見出される。
以下に，項目だけであるが構想できる学習を列記して
みたい。
1．環境と観光の教育力とは
アウトバウンド環境・観光学習（学習者自身が旅行する）
①　図上旅行学習
・地図上における観光ルートの設定学習（距離測定，
標高や土地利用の読み取り）
・地図上で滞在希望地を選択する学び（温泉地である
か，旅館やホテル選び）
・児童生徒による模擬的な旅行商品の開発（ツアーの
立案）
・過去の旅行家の流行ルートを追体験する学び（有名
な紀行文や探検記の読解）
・スポーツや食，自然，歴史，医療，祭りなど各テー
マに応じた旅行地選択学習（ニューツーリズム）
・安全な旅を確保するための注意事項に関する学習
（保険や旅行費用の勘案，危険回避力）
②　旅先の地理や自然の紹介学習
・ある地域の既成の観光ガイドブックを読み解く学び
（地理・地誌書の通読）
・旅行記・地誌を書く学び（その土地の個性を描写，
絶景写真集，地理統計の利用）
・外国語を学んで外国の文化や土地を理解する学び
（外国事情）
③　現地（想定）フィールド観光学習
・実際に旅行先に出かけることを想定し，距離や移動
手段などを工夫し予定した訪問先をイメージ。また
予定していなかった景観や場所，人との出会いを通
して観光地と親しむ仮想学習（班別修学旅行の立案）。
・現地において写真撮影や地元の方との会話を楽し
む，仕事の場の見学。
・現地で地図と景観を照合。地図上でルートを確認。
・予算の範囲内での個性的なお土産購入。
インバウンド環境・観光学習（外から観光客を迎える）
①　観光ホスピタリティ学習（接遇の学習）
・来日外国人や他県からの来訪者と交流する際の心配
りや態度（例：澤の屋旅館の外国人向けの対処，市
民としての接遇の態度や技能）
・外国人が求める日本文化（伊勢参り）への理解学習
（欧米人が伊勢の神域である森を感じる）
②　観光業の学習
・旅館，ホテルや旅行代理店，交通機関の従事者，土
産物店，観光ガイドなどの仕事に関する学習
・各種の観光業が地域の経済成長に貢献している事実
を知る
③　観光まちづくり学習
・来訪者によって自分の住む地域の活性化が起きる動
き（土産物店や遊戯施設が立地し始め，観光地が賑
やかになっていく現象と，それと相容れない自然環
境保全）について検証
・観光まちづくりへの参画（児童生徒ができる範囲内
で広報・啓発事業への関与）を通して社会参画
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2．サスティナブル・ツーリズムが持つ教育力
持続可能な観光（Sustainable　Tourism）は今後，我
が国の教育で重要なテーマである。一般にはエコツー
リズムとも呼ばれているが，特に ESD が「環境，経済，
社会の面において持続可能な将来が実現できるような
価値観と行動の変革をもたらすこと」（日本ユネスコ
国内委員会）を重要視しているため，観光はその方法
論としても有効な手段を提供する。
2017 年 10 月 28 日に東洋大で開催された日本国際
観光学会大会の基調講演に立った Roi Ariel（グローバ
ル・サステナブル・ツーリズム・カウンシル）ゼネラ
ルマネジャーは，次の 4 つの事業目標を掲げることが
観光産業関連業者に必要であると指摘した。
Ａ） 詳細な持続可能な経営管理の明示（Sustainability 
Management）
Ｂ）地域的なコミュニティの社会的経済的利益の
最大化，悪影響の最小化（Social ＆ Economic 
Beneﬁ t）
C） 文化遺産の魅力の最大化，悪影響の最小化
（Cultural Heritage）
D） 環境メリットの最大化，環境負荷の最小化
（Environment）
今や，アーバン（都市），ルーラル（田舎），ナチュ
ラルエリア（自然地域）のそれぞれにおいて地域の自
然や文化資源の持続性が担保されることが，観光の場
に必須の時代になりつつある。たとえ伝統的な踊りが，
観光資源化を経て変容していく姿も視点を変えれば，
文化の創造とも言える。第三世界に残る自然を売るこ
とも保護することも地元住民がその価値をどう考える
のか，観光客の価値観との関わりによって方向性が決
まる。こういった現状を理解し，持続可能な観光開発
の在り方を考える教育ももっと教材開発するべきであ
る。関心の喚起を経て，環境の持続性への理解を深め，
参加する態度や問題解決能力を育成する実践的な教育
が観光を題材に推進できる。
2030 年には，世界中で 18 億人の観光客が行き来す
るようになるだろうし，観光を通して得られる利益は
日本円で 170兆円を超えるとも言われている。今後は，
経済―環境―社会的文化の三者のバランスを考えた観
光振興が望まれる。
3．教科・総合で進める環境と観光の教材開発
①　 地図・写真活用と土地情報の解読で進めるアウト
バウンド観光学習
・地図帳の観光活用：児童生徒が各自で保有する『学
校地図帳』は観光地を検索する上で基本的なツール
になり得る。地図帳は見るのではなく，「読む」と
称されるように記載事項から様々な文脈を読取るこ
とができる。地形や植生，物産，観光地を示地域名
や歴史地名も掲載されているので観光土地情報が満
載である。
・観光ルートと旅程設定：地図を駆使して自分が旅す
る（あるいは来訪者が自国にやってくる）道筋を宿
泊数や費用の制約の中で適切に設定できるか否かが
大事になってくる。
②　 観光体験とお土産購入：観光地で体験できるメ
ニューは多岐にわたっている。食事や風景鑑賞，
温泉入浴，小物づくり，乗馬，海水浴，森林浴，
登山など様々である。これらの体験を通して旅行
先の思い出が形成される。また，思い出をモノに
付随させるお土産購入も観光ならではの行為であ
る。鳥羽市では，「とば飯」というネームで市内
の食事処が紹介され，のし鮑やタコ，ワカメなど
を干して旨みを増す鳥羽特有の「「干す文化」が
焦点化されている。
③　 観光資源の絞り込みとおもてなし精神を育むイン
バウンド観光学習
自然，歴史文化，食，都市からの絞り込み　伊勢の
御師にみるホスピタリティ（接遇）
問題解決を主とした社会科学習（小 4「わたしたち
の三重県」の事例）
三重県の児童による作文ではないが，以下に観光の学
びを通した感想文を紹介したい。
社会と旅行
「今日，社会の授業で今私たちが使っている地図帳を
つくっている玉川大学の寺本先生が来て下さいまし
た。私はとてもドキドキしていて，何をするのかが気
になりました。先生が黒板に何かを書きました。それ
に重いパンフレットを人数分以上ももってきてくれま
した。授業が始まり，コラージュづくりが始まりまし
た。私は行った事があるオーストラリアにしました。
私はこういう作るものが好きなので，やったと思いま
した。みんな，バスの写真などを切り取ってはり，す
ごくうまくてびっくりしました。私が一番心に残った
と思うのは，寺本先生が『社会科の教科書には旅行に
ついての勉強がありませんよね。ぼくは，社会の授業
に旅行という勉強をとりいれていきたいんですよ。』
と言ったことです。私もようやくそんなことに気がつ
きましたが，どうして社会科で旅行のことをしないの
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だろうと思いました。地図帳などで世界のさまざまな
国のことはのっていますが，旅のことについての事は
まったくかいてありませんでした。私は，いろいろな
国に行きましたが，まだまだ行っていない国がたくさ
んあります。コラージュをつくってみてみると，その
国に行きたくなります。今日の旅行についての授業は
すごく楽しかったので，このような旅行についての授
業がふつうになるくらい広がっていってほしいです。
（5 年女子）」（2012 年 6 月）
観光地がたくさん
「ぼく達の通っている沖縄県の石垣小学校の周りには
観光地がたくさんあります。ふだんは古びたただの学
校や木だらけのうたき，ただの寺や，ただの庭と燃え
る場所は，実は，歴史を知れば，ぜったい行きたくな
ります。まず，木だらけのただのうたきは，本当は石
垣小学校のしき地も，この宮鳥うたきのしき地だった
のです。宮鳥うたきは，昔の石垣村，登野城村の中心
だったのです。次の桃林寺では，ただの寺に見えます
が，実は日本最南端のお寺だったのです。ただの寺だ
と思っても，場所の事を知ればすごくめずらしく思え
ます。亀川さんの家の庭では，ただの植物がたくさん
植えている庭と思うけど，実は石垣島にしかない植物
を育てているのです。たとえば，ソテツ，ヨモギ，ウ
コンなど全てあります。このように，ふつうと思って
も石小の周りには観光地がたくさんあるのです。（4
年男子）」（2015 年 12 月）
これら二つの作文にみるように，子どもたちも旅行や
地域の観光振興に関心を抱いている。観光はそれほど
学びを主体化させる魅力に富んでいるのである。
Ⅳ　児童生徒による観光地滞在プログラムの作成
観光を通じた地域の活性化と児童の自県に対する愛
着と誇りを形成するために，自分たちの暮らしの中で
楽しみながら地域の資源を見出し，活用する観光プロ
グラムを立案することで問題解決の力を身に付けるこ
とができる。児童生徒たち自身が，将来，伊勢・志摩
に住む，住まないに関わらず，「住んでよし」「訪れて
よし」の県の創造に関与できているという学習を通し
た社会参加の実感を持たせることこそ，キーコンピテ
ンシーとしての「生きる力」になり得る。
■地域のありたい姿，観光客との関係性
地方の若者が，ずっと地方で暮らしていきたいと願う
ためには，仕事を増やし雇用を生み出す必要がある。
観光は最も地域の持続発展性に寄与しながら雇用を生
み出す有力な手段であることを確認する。
・県外から自県に来てくれる。
・交通を使って来て滞在してくれる。飲食や様々な体
験を通して消費してくれる。
・県民と観光を介して触れ合ってくれる。
・県民は観光客からの評価によって自県の姿や価値を
認識する機会を持つ。
■三重のＤＮＡとは何か，三重らしさとは・・・
三重県の個性や特徴を客観的にも意識することの大切
さ。三重らしさ・本質的な三重の個性を知るための学
習機会を観光授業を通して持つ。
自分たちが立案する滞在プログラムを通して観光客
に何を提供したいのか，を考えることが問題解決能力
の育成に関わる。自県の観光振興について自分も関与
したいと考えることで滞在プログラム立案のステーク
ホルダーになる。ステークホルダーとは，活動の意思
決定に関与すること。観光業界の人間だけでなく，三
重県に住む住民も観光振興に関与でき，観光振興から
得られる税収や収入から恩恵を受けていることを認識
しておく必要がある。
■児童生徒による新しい滞在プログラムの立案
ステップ 1：地域資源の洗い出しと観光資源化➩「自
分の住む町には，旅行者に対して特に提供できる観光
資源はない」「観光客は伊勢神宮や鳥羽水族館に行く
に決まっている」との児童生徒の思い込みをなくすた
めにも「洗い出し」作業は必要である。
洗い出しには次の 6 つの窓口を設ける。まだ観光資
源化されていない対象はないか，ワークショップ形式
で立案してみる。
6 つの窓口　（　　）内は当地の観光要素を例示
・自然（島々の景観と磯浜の生物，伊勢や大台ケ原の
森林，野生動物など）
・食（アワビ，海女小屋の食事，伊勢うどん，赤福餅）
・歴史（古代からの信仰，鳥羽城と水軍，伊勢街道）
・生活・文化（冠婚葬祭，ゲータ祭り，イワシの頭と
柊，寝屋子制度）
・体験（ダイビング，サイクリング，カヌー，島めぐ
り，海女体験）
・施設（伊勢神宮展示施設，鳥羽水族館，リゾートホ
テル群，御木本真珠島）
■ 地域資源の選択と観光行動を示す「動詞」との組み
合わせ
自分の住む自治体でまだ観光地化されていない場所
の発見，新たな観光資源化できる可能性のある資源を
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洗い出したら，それをどのように旅行者に楽しんでも
らうかを考え合う。
観光資源化される前の素材をどう磨きあげるのか，
どのように組み合わせるのかをグループで考え合う。
動詞の例：「風景をながめる」「貝殻を採る」「写真に
撮る」「自然の音を聞く」「五鈴川の水に触る」「小物
を作る」「海女さんと話す」「磯の浅瀬を泳ぐ」「森の
中のトレイルを歩く」「ハンモックで寝る」「祭りに参
加する」「土地のものを食べる」など。
例文 1　「英虞湾で渚の音を聞きながら，貝殻を拾う。」
例文 2　「パールロードで車を走らせ，車窓から風景
写真を 50 枚以上撮って，ホテルに帰ってから写真を
楽しむ。」
例文 3　「鳥羽市相差の海女小屋で魚介類を食べなが
ら，海女文化を談話する。」
例文 4　「伊勢内宮参詣とおかげ横丁での買い物の思
い出動画を撮影する。」
■どのような旅行者をターゲットとするか
単身者　カップル　家族連れ　三世代　小グループ　
修学旅行などの団体　大学生（男女）　中高生（男女）　
ビジネスマン　高齢者　主婦層　外国人　のいずれを
想定するか。どのような旅行者がどのように地域資源
を楽しむのか，の明確化を子ども同士の話し合いで試
みていく。
Ⅴ　ESD ワークシートの作成を通して学生自身が持続
可能な観光について考える
1． 「鳥羽・志摩」にふさわしい観光開発のあり方を考
える
鳥羽・志摩エリアの自然環境を保全しつつ，いかに
その土地ならではの観光開発を実現するかという課題
は，ESD の考え方としても重要なテーマである。地
方は人口減少と経済規模の縮小にみまわれており，観
光客の一層の流入に期待しているからである。しかし，
日本の里海は環境容量が小さく，多くの観光客が一度
に狭い浜に降りたり，漁村の路地を大勢で歩きまわっ
たりすれば，容易に自然や社会環境の破壊につながる。
この課題意識を学生に持ってもらうためにも，「海島
遊民くらぶ」が行っている島めぐりはフィールドワー
クとしての魅力に富んでいる。
都会から来訪した学生たちにとって，鳥羽や離島は，
観光地であり，特別感を抱く土地である。多種の海洋
生物を見たり，海女や祭り，寝小屋などの習俗を見る
につけ，非日常感を抱き，観光気分も味わえる。した
がって，研修旅行が終わり，都会に戻った時点で伊勢・
志摩エリアが特別視されかねない。そうならないため
にも，都会においても共通の課題が横たわっているこ
とに気付かせる必要があろう。極論すれば，東京都新
宿区においても一定の野生動物が生息している事実や
古来より栽培されている江戸野菜があること，神楽坂
などの料亭文化の存在などをクローズアップし，鳥羽・
志摩エリアと基本的には共通する資源が横たわってい
ることに気付かせたい。本研修を通して 22 名の参加
学生に 1 人 1 つのワークシートを作成させた。一例と
して下記に紹介したい（図 2）。
写真 3　魚市場でのセリの様子
写真 4　セリ落とされた活きのいい魚
2．ありのままの暮らしから，観光の魅力を考える
鳥羽市には，答志島，菅島，神島，坂手島の四つの
有人離島がある。特急も停車する近鉄鳥羽駅から数十
分以内でそれらの離島に達することができ，意外にア
クセスが良好な離島と言える。島々には，狭い路地を
バイクや「じんじろ車」が行き交い，洗濯機や洗濯物，
洗い場も家屋の外にはみ出している暮らしが見える。
プライベートな暮らしが，パブリックな路地にせり出
しており，鍵もかけられていない。集落全体の島の暮
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らしそのものが，観光資源となっており，生業である
漁業との接点が旅人である者に容易に見出される環境
にある。日本の海女の半分がこのエリアで営んでおり，
独特な文化を醸し出している。
海と向き合うこのエリアの暮らし方そのものが，来
訪者の心の癒しにつながっている。市場を訪問すれば，
新鮮な魚のセリに出会うこともできる（写真 3，4）。
一方で，観光業の観点から捉えれば，資源管理のた
めに漁期を制限する漁業のしくみは，魅力を減じる要
素でもある。観光客は，いつでも新鮮な伊勢えびやワ
カメが獲れると思いこんでいる。これからの観光は，
ありのままの暮らしを維持できている背景を観光客も
理解し，観光のあり方を地元民と共通の土俵の上で考
え，愉しむ姿勢が求められるかもしれない。漁業の収
入の元になる水産資源そのものが，持続可能な資源と
なるためにも，観光業の中に持続性を基軸にした取組
が必要となってくる。
今回，研修でお世話になった「海島遊民くらぶ」を
率いる江崎貴久氏が著した「海女の町の観光―女将と
ガイドを通して―」『女性が拓くいのちのふるさと　
海と生きる未来』昭和堂，2017 年発行の中に次の一
節がある。「これまでは観光が漁業に協力すると言う
と，観光が漁業を活用するような形になっていました。
たとえば，漁村文化や漁業体験のプログラムをつくる
といった，観光目的のもので，観光への効果は高いけ
れど，漁業者の負担が大きい割りに漁業そのものに得
られる効果が低いものでした。今回は，資源が枯渇し
ていることに対して，どうすれば資源が増えるのかと
か，漁業者の若い人たちが減っていくことに対してど
うしたら後継者が生まれるのかということを，観光が
一緒になって考える，一緒にアプローチする，より戦
略的に進める事業となっています。（中略）観光と漁
業にも，トレードオフの関係がないわけではなく，今
までは理解し合わないところがあったのですが，それ
は別々の課題を抱えたまま向き合っているから起こる
ことであり，ともに一つの課題に向き合えば，目的の
ための最適な選択となりえます。」（同書，p119 ～
120）
この指摘は，自然や文化を資源として活用する観光
にとって重要であり，資源管理や資源再生を共通課題
として漁業も観光も共に目的意識に掲げる必要性を示
している。
図 2　学生が作成したワークシートの 1 例
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Ⅵ　おわりに
ESD の視点に立った学生向け研修プログラムの開
発にあたり，三重県鳥羽市エリアは，東京・大阪圏か
らの適度な距離感も相俟って観光の魅力に富んでいる
エリアでもある。学生たちは，非日常感を抱きつつ，
離島の暮らしを丸ごと理解できるメリットがある。都
会と異なり，自然と密接に暮らす島人たちと出会うこ
とで，「生きる」といった根本の営みを意識できるよ
うになる。ESD は，ホリスティックな概念であり，
自然界と人間界との対峙というよりも自然の中に取り
込まれる人間の暮らしを意識させる思考法に近いた
め，ある意味で日本人の宗教観や思想性につながる側
面がある。学生たちには，そのことをさりげなく示し，
自発的に気付いてもらえるようなプログラムを用意で
きれば，研修の成果はあがる。教職を目指そうとして
いる本学教育学部生にとって貴重な体験学習の機会に
なることだろう。
謝辞　鳥羽観光のあゆみに関する解説をして下さった
鳥羽市市役所観光課の杉本憲一さんと「海島遊民くら
ぶ」の江崎貴久代表には大変お世話になりました。記
して感謝の意を表します。
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